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全ヒ 素濃度  
測定 井戸  
ヒ素 除去  
装置 設置  
地下 水  
利用 用途  
ヒ素 濃度  
（μ g L - 1）  







K1 学 校  設置  灌漑  7 .72×10 2  68 .5  
K2 寺 院  設置  洗濯  6 .90×10 3  1 .21×10 2 
K3 個 人宅  ‐  未使 用  13 .1   -  
K4 個 人宅  ‐  飲用 ，炊事  10 .4    -  
K5 個 人宅  ‐  飲用 ，炊事  23 .9  -  
K6 学 校  設置  洗濯 ，炊事  132  68 .5  
K7 寺 院  設置  飲用  2 .37×10 3   1 .21×10 2 
K8 保 健センタ ー  設置  洗濯 ，炊事  1 .00×10 3   68 .5  
K9 個 人宅  ‐  洗濯 ，水浴  1 .04×10 3    -  
K10 個 人宅  ‐  洗濯 ，水浴  1 .11×10 3    -  
K11 個 人宅  ‐  洗濯 ，水浴  3 .50×10 3 -  
K12 個 人宅  ‐  洗濯 ，水浴  1 .19×10 3    -  
K13 個 人宅  ‐  洗濯 ，水浴  7 .48×10 2    -  







P1 学 校  設置  トイ レ洗浄用  2 .22×10 2  36 .3  
P2 保 健センター  設置  灌漑  98 .9   5 .25 
P3 個 人宅  設置  灌漑  58 .5  60 .5  
P4 個 人宅  ‐  水浴  n .d  -  
P5 個 人宅  ‐  飲用  n .d  -  
P6 個 人宅  ‐  飲用，洗濯，炊事灌漑 ，水浴  n .d  -  









KC1 共 同井 戸  設置  水浴 ，灌漑  2 .35×10 2   5 .17 
KC2 共 同井 戸  設置  飲用 ，炊事  3 .52×10 2   10 .8  
KC3 個 人宅  ‐  洗濯 ，水浴  1 .62×10 2   -  
KC4 学 校  設置  洗濯 ，水浴  5 .63×10 2   17 .2  
KC5 学 校  設置  洗濯 ，水浴  5 .12×10 2   4 .55 
KC6 寺 院  設置  トイ レ洗浄用  1 .93×10 2   6 .53 
KC7 学 校  設置  洗濯 ，水浴  9 .54×10 2   13 .3  
KC8 共 同井 戸  設置  洗濯 ，水浴  4 .64×10 3 13 .2  
KC9 共 同井 戸  ‐  洗濯 ，水浴  6 .67   -  
KC10 個 人宅  ‐  洗濯 ，水浴  5 .96   -  
KC11 個 人宅  ‐  灌漑  3 .93   -  
KC12 個 人宅  ‐  飲用 ，炊事  3 .01   -  
KC13 個 人宅  ‐  水浴  1 .07×10 2   -  
KC14 個 人宅  ‐  炊事 ，灌漑  n .d  -  
KC15 個 人宅  ‐  洗濯 ，灌漑  49 .2   -  
KC16 共 同井戸  設置  炊事 ，灌漑  2 .38×10 3   11 .3  
「 n.d」 は no  detected，「 -」 はデータ無 し  
*2010 年 8 月の地下 水ヒ素濃 度  
**2011 年 4 月～ 2012 年 2 月の処理水 ヒ素濃度の 平均値  





























表 2 ヒ素除去装置による処理水供給量  
ヒ素除去
装置設置箇所










( A / B  









（人 ） 4 - 6 月 7 月 8 月 合計( A） （㎥） （%） （μg  L
- 1
）
K 1 学校 ‐ 8 1 - 9 ‐ 8 0 1 1 . 3 258 5 8
K 2 寺院 3 0 8 0 . 8 1 9 . 8 5 0 . 0 ( L /僧侶数 ・日 ) 1 0 4 9 . 4 2 413 1 7 0
K 6 学校 5 0 4 6 4 4 2 9 1 2 0 3 6 7 ( L /生徒数 ・日 ) 1 1 9 1 0 1 334 1 0
K 7 寺院 4 5 9 . 3 0 . 4 - 9 . 7 3 3 . 0  L /僧侶数 ・日 ) 6 0 6 1 . 6 41 6 . 0
K 8 保健センター 5 2 4 1 1 1 2 4 7 1 4 4 0 ( L /箇所 ・日 ) 3 4 1 3 8 28 1 6 0
P 1 学校 6 5 0 4 . 4 3 . 8 1 9 . 2 2 . 1 7 ( L /生徒数 ・日 ) 3 6 0 2 . 5 6 143 5 6
P 2 保健センター 1 0 1 2 8 . 3 3 . 2 2 4 3 6 0 ( L /箇所 ・日 ) 1 6 0 0 1 . 4 7 10 2 . 7
P 3 個人宅 1 0 5 0 . 7 0 . 8 6 . 5 9 9 . 5  ( L /居住者数 ・日 ) 1 3 5 6 0 . 4 8 1310 1 1 0
K C 1 共同井戸 1 4 0 2 . 9 3 . 5 2 . 1 8 . 5 9 . 2 9 ( L /使用者数 ・日 ) 3 4 1 2 . 4 9 62 4 . 5
K C 2 共同井戸 1 0 0 6 2 . 6 2 1 1 1 6 . 2 ( L /使用者数 ・日 ) 2 2 7 4 . 6 7 111 7 . 5
K C 4 学校 5 0 0 3 . 5 1 . 1 - 4 . 6 1 . 4 1 ( L /生徒数 ・日 ) 1 4 2 3 . 2 4 129 8 . 5
K C 5 学校 5 5 0 0 . 9 0 . 4 - 1 . 3 0 . 3 6 2 ( L /生徒数 ・日 ) 1 5 6 0 . 8 3 3 39 0 . 3 3
K C 6 寺院 3 0 1 0 1 1 2 2 3 1 1 7（ L /僧侶数 ・日 ） 3 2 0 0 0 . 7 1 9 17 5 . 3
K C 7 学校 6 0 0 1 . 7 - 3 . 4 5 . 1 1 . 3 0 ( L /生徒数 ・日 ) 1 6 0 0 0 . 3 1 9 4.8  0 . 6 7
K C 8 共同井戸 2 0 - 7 1 . 5 8 . 5 6 5 . 0 ( L /使用者数 ・日 ) 1 7 5 0 67 1 4
K C 1 6 共同井戸 3 0 1 0 . 6 - 1 . 6 8 . 1 6 ( L /使用者数 ・日 ) 3 4 4 . 7 1 12 5 . 5
「 n.d」 は no  detected，「 -」 はデータな し（使用不 可）  
*投入した 非晶質鉄ヒ素吸着 剤と各地点の ヒ素濃度 から算出され た数値  
**2011 年 4～ 8 月の 全ヒ素濃 度の平均値  
（出 典：調査結果 に 基づき 筆者作成）  
 
表 3 各施設種別の処理水使用原単位平均値（ 4～ 8 月）と使用形態  
施設種別  使用原単位平均値  使用
形態  備考  
学校  8.6 (L/生徒数・日 ) 昼間  中学校生徒が主に利用  
共同井戸  3.3(L/使用者数・日 ) 終日  井戸周辺住民が利用  
個人宅  4.4(L/居住者数・日 ) 終日  所有世帯が利用  
保健 センター  1175(L/箇所・日 ) 終日  医療従事者と患者が利用  
寺院  43(L/僧侶数・日 ) 終日  住み込みの僧侶が利用  
（出 典：調査結果 に 基づき 筆者作成）  
 
表 4 住民のヒ素除去装置利用用途と認識  
施設種別  処理水利用用途  処理水に対する  住民の認識の割合  住民の意見  
学校  トイレ洗浄，手洗い  90～ 100% 生徒には装置の利用が難しい  
寺院  洗濯，水浴，歯磨き食器洗浄，飲用  90～ 100% 生活用水全般への利用を希望する  
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図 4 施設種別の処理水供給量  （ 2011 年 4～ 8 月）  
 
 
出典 ：調査結果に 基づき筆 者作成  
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表 5 地下水の利用状況とヒ素中毒に対する認識の有無  
州  村名  世帯 数  (人数 )  飲用 水源  
井戸 水の  
使用 用途  
認識 有りの  
世帯 数  
カン ダール  
ボン トェイデック  6 (45 )  雨 水 ，河 川 水 ，ボ ト ル 水  炊 事 ， 洗 濯 ， 水 浴  6 世 帯  
ハァ ウチョンクサ ッ  7 (40 )  沼 の 水 ， 井 戸 水  炊 事，洗 濯，水 浴，飲 用  0 世 帯  
ダァ イエット  7 (46 )  雨 水 ， 河 川 水  飲 用，洗 濯，水 浴，飼 育  7 世 帯  
プレ イベン  
ピア ムコー  10 (61 )  雨 水 ， 井 戸 水  炊 事，洗 濯，水 浴，飲 用  10 世 帯  
ポン ロー  11 (68 )  雨 水 ， 井 戸 水  炊 事 ， 洗 濯 ， 水 浴  11 世 帯  
コン ポンチャム  
コー ロカ  5 (29 )  雨 水 ， 井 戸 水  炊 事，洗 濯，水 浴，飲 用  0 世 帯  
デェ ムチャム  4 (22 )  雨 水 ， 井 戸 水  炊 事，洗 濯，水 浴，飲 用  2 世 帯  
コー ピアック  17 (85 )  雨 水 ， 井 戸 水  炊 事，洗 濯，水 浴，飲 用  17 世 帯  
コー ピコック  10 (38 )  雨 水 ， 井 戸 水  炊 事 ， 洗 濯 ， 水 浴  8 世 帯  
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Arsenic, Water supply, Removal technologies, Cambodia
Abstract
In Cambodia, arsenic (As) contamination in ground water has been a serious problem 
since 1999, whereas surface water such as river water has been an important source for 
drinking. However, due to river contamination by domestic waste water, water from tube-
wells is important source for drinking and agricultural uses. 
Several international aid organizations and research entities have been proposing arsenic 
removal methods, such as oxidation and sedimentation, coagulation and filtration, sorptive 
filtration and membrane filtration. Although it has been proved that these methods are 
technically efficient for the removal As, they still have not been widely accepted.
This study aims at the verification of the performance of As removal technologies which 
local people can understand and maintain. Lessons learned from sophisticated technology 
of high performance iron adsorbent were also obtained.
A study on the Mitigation of Ground Water Arsenic 
Contamination in Rural Area of Cambodia
NUKI, Kumiko
